
 

倫理 No.１ 
教科書 

生徒番号  氏名  評価  
指導

者印 

 

p.6～p.37 

 

１ 青年期の意義について，次の問いに答えなさい。 

⑴ 現代の日本での人生における通過儀礼の例にあたるものを二つ答えなさい。 

⑵ 青年期の位置づけについて，次の文中の空欄に適語を答えなさい。 

A ルソーは著書『エミール』の中で，青年期を「第二の ① 」とよんだ。 

B 青年期の位置づけを，大人と子どもとの微妙なかさなりあいの上に立つことから，ドイ 

ツの心理学者 ② は青年を ③ とよんだ。 

C アメリカの精神分析学者 ④ は，いろいろな社会的な責任や義務が猶予されている青 

年のおかれた状態を心理・社会的 ⑤ とよんだ。 

⑶ 青年期の特徴について，次の問いに答えなさい。 

① ひげや骨格などに見られる成人男女の体の形態的な違いを何というか。 

② 第二反抗期をへて，心理的な面での親からの分離・独立を求めようとする行動を何というか。 

⑴ 宮参り，七五三，入学式，卒業式，入社式，成人式，結婚式 など ⑵① 誕生 

② レヴィン ③ マージナル・マン（周辺人・境界人） ④ エリクソン 

⑤ モラトリアム ⑶① 二次性徴 ② 心理的離乳 

 

２ 青年期の課題と生き方について，次の問いに答えなさい。 

⑴ 青年期の課題について，次の文中の空欄に適語を答えなさい。 

A エリクソンは，青年期の重要な発達課題を ① の確立にあるとした。 

B マズローによると，欲求には階層性があり，低次の欲求が満たされなければ，次の欲求

はあらわれないとされる。その欲求には，低次のものから順に，生理的欲求→ ② の欲

求→ ③ の欲求→ ④ の欲求→ ⑤ の欲求がある。 

C ドイツの精神医学者 ⑥ は，性格を分裂気質，躁鬱気質，粘着気質の三つに分類した。 

D  ⑦ は，リビドーが外面と内面のどちらに向かいやすいかで性格を分類した。 

E アメリカ合衆国の心理学者 ⑧ は，それぞれの状況で一貫してあらわれる行動傾向を 

特性とよんだ。 

   F オーストリアの精神学者 ⑨ は、無意識の働きを重視した精神分析療法をうち立てた。 

⑵ 下の A～G は，防衛機制とよばれる心の働きを述べたものである。それぞれの名称を次のア～

キから選び，記号で答えなさい。 

A 自分を納得させる理屈づけ      B 抑圧した欲求と反対の行動を示す 

C 社会的に価値のある行動に向かう   D 欲求を無意識のうちにおさえつける 

E 自分自身の気づいていない欲求や感情を，他人の中に見る 

F 他者のもつ特性を自分が持っていると思い込む 

 

 

 

 

 

⑴① アイデンティティ ② 安全 ③ 所属と愛情 

④ 尊重 ⑤ 自己実現 ⑥ クレッチマー 

⑦ ユング ⑧ オルポート ⑨ フロイト 

⑵A イ B ウ C カ D ア E エ F オ 

３ 人間とは何かについて，次の文中の空欄に適語を答えなさい。 

⑴ ヒトとサルとのちがいは，大脳の発達したため，「考える能力」である ① をもち，これに

より， ② を使用し，複雑な思考ができる点があげられる。 

⑵ スウェーデンの博物学者 ③ は，言語を使用し，思考や推理を行うことができるという観点

から人間をホモ・サピエンス（ ④ 人）と定義した。 

⑶ 道具を作成し，それを用いて自然に働きかけ，都合のよいようにつくり変えていく存在という

観点から，フランスの哲学者は ⑤ は人間をホモ・ファーベル( ⑥ 人)と定義した。 

⑷ 高度な文化は，自由な精神にもとづく遊びによって生み出されたという観点から，オランダの

歴史家 ⑦ は人間をホモ・ルーデンス( ⑧ 人)と定義した。 

⑸ パスカルは人間を動物から区別する意味で，「人間は ⑨ である」と述べた。 

⑹ 人生について考えることが，継続され深められるとき，それを ⑩ する，という。 

① 理性 ② 言語 ③ リンネ ④ 英知 ⑤ ベルクソン 

⑥  工作 ⑦ ホイジンガ ⑧ 遊戯 ⑨ 考える葦 ⑩ 哲学 

４ ギリシャの思想について，次の問いに答えなさい。 

⑴ 古代ギリシャの自然観について，次の A～E の思想家が主張した万物の根源を，下のア～オか

らそれぞれ選びなさい。 

A タレス  B ヘラクレイトス C ピタゴラス 

D エンペドクレス E デモクリトス 

 

 

⑵ 次の①～③の思想家と関係の深い言葉や用語などを，下からそれぞれ選びなさい。 

① ソクラテス（３つ）  ② プラトン（３つ）  ③ アリストテレス（２つ） 

ア 最高善    イ 無知の知     ウ 哲人政治による理想国家 

エ 知徳合一   オ 洞窟の比喩    カ 人間は国家的動物である。    

キ 知への愛    ク 理想の世界であるイデアは実在する。   

⑴A エ B ウ C オ D イ E ア 

⑵① イ・キ・エ ② ク・オ・ウ ③ ア・カ 

 

（１）：教科書 p８下段の脚注②を参照 

（２）①：教科書ｐ８、７行目「子どもから大人への移行期」を参照 

   ②：教科書ｐ９、５行目「大人になるための猶予期間」を参照 

   ③：教科書ｐ９、５行目「大人になるための猶予期間」を参照 

   ④：教科書ｐ９、10行目「大人になるための猶予期間」を参照 

   ⑤：教科書ｐ９、11行目「大人になるための猶予期間」を参照 

（３）①：教科書ｐ10下段の脚注①を参照 

   ②：教科書ｐ10、８行目「多様な変化の時期」を参照 

 

ア 原子（アトム）  イ 不変の四元素   ウ 永遠に生きる火   エ 水   オ 数 

 

 

（１）①：教科書ｐ12、２行目「アイデンティティの確立」を参照 

   ②～⑤：教科書ｐ14下段「マズローの欲求の構造」を参照 

   ⑥：教科書ｐ16、８行目「自己理解の方法」を参照 

   ⑦：教科書ｐ16、10行目「自己理解の方法」を参照 

   ⑧：教科書ｐ16、11行目～12行目「自己理解の方法」を参照 

   ⑨：教科書ｐ17、６行目「自己理解の方法」、ｐ１７下段人物紹介、 

     教科書ｐ17下段の脚注②を参照 

（２）：教科書 p17上図「欲求不満の解消」を参照 

ア 抑圧  イ 合理化  ウ 反動形成  エ 投射  オ 同一視  カ 昇華 

 

（１）①：教科書ｐ23、12行目「人間についての定義」を参照 

   ②：教科書ｐ23、12行目「人間についての定義」を参照 

（２）③：教科書ｐ24下段の脚注①を参照 

   ④：教科書ｐ24、2行目「人間についての定義」を参照 

（３）⑤・⑥：教科書ｐ24「人間についてのさまざまな定義」本文を参照 

（４）⑦・⑧：教科書ｐ24「人間についてのさまざまな定義」本文を参照 

（５）⑨：教科書ｐ25、4行目「哲学すること」を参照 

（６）⑩：教科書ｐ25、8行目「哲学すること」を参照 

（１） A：教科書ｐ27、4行目「生成する自然への驚き」を参照 

B：教科書ｐ27、下段「ソクラテス以前の自然観」本文 2行目を参照 

C：教科書ｐ27、下段「ソクラテス以前の自然観」本文 3行目を参照 

D：教科書ｐ27、下段「ソクラテス以前の自然観」本文9行目を参照 

E：教科書ｐ27、下段「ソクラテス以前の自然観」本文 10 行目を参

照 

（２） ア：教科書ｐ36、11行目「幸福と徳」を参照 

イ：教科書ｐ30、11行目「無知の自覚」を参照 

ウ：教科書ｐ34、８行目「哲人政治」を参照 

エ：教科書ｐ31、９行目「知徳福の一致」を参照 

オ：教科書ｐ32、下段「洞窟の比喩」を参照 

カ：教科書ｐ37、2行目「正義と友愛」を参照 

キ：教科書ｐ30、17行目「無知の自覚」を参照 

ク：教科書ｐ33、1行目「イデアへのあこがれ」を参照 

  ＊①は３つ、②は３つ、③は２つ解答してください。 



 

倫理 No.2 
教科書 

生徒番号  氏名  評価  
指導

者印 
 

p.41～p.69 

 

１ キリスト教について，次の問いに答えなさい。 

⑴ ユダヤ教とキリスト教について，次の表中の空欄に適語を答えなさい。 

⑵ 次の３人の教えについて，表中の空欄にあてはまる語句をそれぞれ答えなさい。 

パウロ 
「人が義とされるのは， ⑧ のおこないによるのではなく， ⑨ に

よる。」といいあらわした。 

アウグスティヌス 
 ⑩ を負っている人間は，神の恩寵によらなければ罪からの救いも

善を志すこともできないと説く。 

トマス・アクィナス 哲学とキリスト教を結びつけた ⑪ 哲学を完成。 

 

(1)① ヤハウェ ② 選民 ③ 旧約聖書 ④ モーセ 

⑤ 十戒 ⑥ 新約聖書 ⑦ 隣人愛 (2)⑧ 律法 

⑨ 信仰 ⑩ 原罪 ⑪ スコラ  

 

２ イスラーム教について，次の問いに答えなさい。 

⑴ ①神からの啓示による預言者としてイスラームを開いた人物，②イスラームの唯一神，③神の

啓示をまとめた教典，それぞれを何というか。 

⑵ イスラームは，のちにカリフ（後継者）の解釈をめぐり，多数派の a と，預言者の家系を

重んじる少数派の b に分裂した。空欄に適語を答えなさい。 

⑶ イスラームにおいて信じることを求められる，六信にあたるものをすべて答えなさい。 

⑷ イスラームにおいて行うべきとされている五行にあたるものをすべて答えなさい。 

⑴① ムハンマド ② アッラー ③ クルアーン ⑵a スンナ派 b シーア派 

⑶ アッラー，天使，教典，預言者，来世，天命  

⑷ 信仰告白，礼拝，喜捨，断食，巡礼  

 

 

 

 

３ 仏教について，次の問いに答えなさい。 

⑴ 古代インドで生まれたウパニシャッド哲学について，次の文中の空欄に適語を答えなさい。 

A 人間の魂は，死後も再び生まれ変わり，無限に生死をくり返す。 

これを ① という。 

   B ①から解き放たれるには，変化することのない絶対的なものである ② と私たちの奥

底に潜む真実の自己である ③ が，もともと一つであることを自覚することである。 

⑵ 次の文について，下線部が正しいものは○，誤っているものは正しい語句を答えなさい。 

   ① ブッダの説く四苦八苦とは，生・老・病・死の四苦に，愛別離苦，怨憎会苦，一切皆苦，

五蘊盛苦を加えたものである。 

   ② この世のすべてのものはそれ自体で存在している不変の実体は一つもないということ

を諸行無常という。 

   ③ 苦しみから解放された安らぎの境地を涅槃寂静とよび，ブッダはこれを人生の最高目的

であると説いた。 

⑶ 次の A～D はブッダが説いた四諦という４つの真理を述べたものである。それぞれを何というか。 

   A 苦は煩悩にもとづいておこるという真理。   

B 人間と世界の根本の姿は苦であるという真理。 

   C 煩悩を滅することによって，苦しみをなくすことができるという真理。 

   D 苦悩をなくして，悟りにいたるための修行法は八正道であるという真理。 

⑴① 輪廻(輪廻転生) ② ブラフマン（梵） ③ アートマン（我） 

⑵① 求不得苦 ② 諸法無我 ③ ○ 

⑶A 集諦 B 苦諦 C 滅諦 D 道諦 

 

４ 中国の思想について，次の思想家と関係のある語句を下からそれぞれ選び，記号で答えなさい。 

A 王陽明 B 老子  C 荀子  D 孔子  E 墨子  F 韓非子 

G 孟子  H 荘子  I 朱子 

 

 

 

 

A キ B ク C ウ D ア E オ F エ 

G イ H ケ I カ  

 

 

 ユダヤ教 キリスト教 

神 
唯一の神（ ① ）。 
ユダヤ人はこの神によって特別な約束が与
えられた民である＝（ ② ）思想。 

神は父のような身近な存在。 
神の愛（アガペー）は，無差別，無償の愛
である。 

正
典 

『 ③ 』 『③』と『 ⑥ 』 

教
え 

神は指導者（ ④ ）を通して（ ⑤ ）
をはじめとする律法を与え，これを守るこ
とを求めた。 

愛によって人間を生かす神が人間に命じる
のは，神への愛と（ ⑦ ）である。 

ア 徳治主義   イ 性善説   ウ 性悪説     エ 法治主義  オ 兼愛交利説 

カ 理気二元論   キ 知行合一  ク 無為自然  ケ 万物斉同 

A：教科書ｐ67、12行目～13行目「朱子学と陽明学」を参照 

B：教科書ｐ68、19行目～教科書ｐ69、1行目「老子」を参照 

C：教科書ｐ66、5行目～6行目「孟子と荀子」を参照 

D：教科書ｐ63、７行目～8行目「孔子の道」を参照 

E：教科書ｐ66、15行目～17行目「法家と墨家」を参照 

F：教科書ｐ66、10行目～12行目「法家と墨家」を参照 

G：教科書ｐ65、1行目～4行目「孟子と荀子」を参照 

H：教科書ｐ69、7行目～8行目「荘子」を参照 

I：教科書ｐ67、3行目～4行目「朱子学と陽明学」を参照 

（１）①：教科書ｐ54、1行目～3行目「仏教以前の思想」を参照 

   ②・③：教科書ｐ54、5行目～7行目「仏教以前の思想」を参照 

（２）①：教科書ｐ55、10行目～11行目「苦しみからの解放」を参照 

   ②：教科書ｐ56、13行目「無常・無我の教え」を参照 

   ③：教科書ｐ57、3行目「無常・無我の教え」を参照 

（３）：教科書ｐ57、中段「四諦・八正道」の本文を参照 

 

（１）①：教科書ｐ41、2行目「古代イスラエルの民とユダヤ教の世界」を参照 

   ②：教科書ｐ41、4行目「古代イスラエルの民とユダヤ教の世界」を参照 

   ③：教科書ｐ41、下段脚注①を参照 

   ④：教科書ｐ41、9行目「古代イスラエルの民とユダヤ教の世界」を参照 

   ⑤：教科書ｐ41、10行目「古代イスラエルの民とユダヤ教の世界」を参照 

   ⑥：教科書ｐ41、下段脚注①を参照 

   ⑦：教科書ｐ44、8行目「神への愛と隣人愛」を参照 

（２）⑧：教科書ｐ48、5行目「キリスト教の発展とパウロ」を参照 

   ⑨：教科書ｐ48、6行目「キリスト教の発展とパウロ」を参照 

   ⑩：教科書ｐ48、18行目「教父哲学とアウグスティヌス」を参照 

   ⑪：教科書ｐ49、17行目「スコラ哲学とトマス・アクィナス」を参照 

（１）①：教科書ｐ50、5～10行目「イスラームの誕生」を参照 

     教科書ｐ51、1行目「イスラームの教え」を参照 

   ②：教科書ｐ50、15行目「イスラームの誕生」を参照 

   ③：教科書ｐ51、2行目「イスラームの教え」を参照 

（２）：教科書ｐ52下段の脚注②を参照 

（３）：教科書ｐ51、13 行目「イスラームの教え」を参照 

（４）：教科書ｐ51、15 行目～17行目「イスラームの教え」を参照 

 



 

倫理 No.3 
教科書 

生徒番号  氏名  評価  
指導

者印 
 

p.75～p.120 

 

１ 日本人の精神風土について，次の問いに答えなさい。 

⑴ 和辻哲郎による風土の類型について，次のＡ～Ｃの類型の特徴を，下から二つずつ選びなさい。 

   A モンスーン型   B 砂漠型   C 牧場型 

 

 

 

⑵ 日本人の精神風土について，次の文が正しいものは○，誤っているものは×で答えなさい。 

   ① 日本には天照大神という究極の神がおり，全知全能の存在として描かれている。 

   ② 日本は外国からの新しい異質な宗教・文化を，柔軟に積極的に受け入れて独自の文化を

作り上げてきた。 

③ 日本では罪をけがれと同じようなものと考え，「はらい」や「みそぎ」によってとりの

ぞけると考えていた。 

   ④ 日本人の美意識の一つに恥に対する強い意識があり，武士道の「やさしさ」を尊重する

姿勢にみられる。 

⑴Ａ  ウ・オ Ｂ  ア・エ Ｃ  イ・カ 

⑵①  × ②  ○ ③  ○ ④  × 

２ 仏教と日本人の思想形成について，次の問いに答えなさい。 

⑴ 平安仏教の二人の開祖について，次の表中の空欄に適語を答えなさい。 

宗派 開祖 中心寺院 教え 

天台宗 （ ① ） 比叡山（ ② ） 
「 ③ 」 生あるものは仏となる可能性
（仏性）を備えている。 

真言宗 （ ④ ） 高野山（ ⑤ ） 
「 ⑥ 」 密教の修行をするならば，この
身のままに仏の働きと一体化できる。 

⑵ 鎌倉仏教について，次のＡ～Ｆの人物について，それぞれの人物の思想や考えにあたるものを，

下から選びなさい。 

   A 法然  B 親鸞  C 一遍  D 栄西  E 道元  F 日蓮 

 

 

 

 

⑴① 最澄 ② 延暦寺 ③ 一切衆生悉有仏性 

④ 空海 ⑤ 金剛峯寺 ⑥ 即身成仏 

⑵A イ B ア C ウ D オ E エ F カ 

 

 

 

３ 儒教と日本人の思想形成について，次の問いに答えなさい。 

⑴ 次のA～Jの人物について，それぞれの思想や考えにあたるものを下のア～コから選びなさい。 

A 林羅山   B 中江藤樹  C 伊藤仁斎  D 山鹿素行  E 荻生徂徠 

F 本居宣長  G 平田篤胤  H 石田梅岩  I 安藤昌益  J 二宮尊徳 

ア 天道と人道    イ 良知の発揮が大切   

ウ 安天下の道のため経世済民につくすべき 

エ 日々努めるべきもとは忠信である   オ ものごとには上下定分の理がある  

カ 万人直耕の自然世が理想   キ 「もののあはれ」と惟神の道を見出す   

ク 復古神道     ケ 武士のあり方を士道とした   

コ 商人の倫理は正直と倹約   

 

 

⑵ 幕末の思想について，次の①～③で説明した思想家名を答えなさい。 

   ① 幕末の尊王攘夷を支えた思想家で，長州で松下村塾をひらき，多くの門下生を輩出した。 

   ② シーボルトに学び渡邉崋山らと一緒に蛮社を結成し、幕府の鎖国政策を批判した洋学者。 

   ③ 「東洋道徳，西洋芸術」を主張した幕末の開明論者で，私塾を開いて洋学を教えた。 

⑴A オ B イ C エ D ケ E ウ 

F ク G キ H コ I カ J ア 

⑵① 吉田松陰 ② 高野長英 ③ 佐久間象山 

４ 西洋思想と日本人の近代化について，次の文で説明した思想家名を答えなさい。 

⑴ 主著『学問のすゝめ』で学問と独立の精神を説き，のちの慶應義塾を開いた。後年，脱亜論 

でアジアから脱することを論じた。 

⑵ ルソーの『社会契約論』を翻訳し，自由民権思想の普及に努めた。 

⑶ アメリカ留学後、同志社英学校を創立してキリスト教精神にもとづく教育をおこなった。 

⑷ みずからのキリスト教を「武士道に接木されたるキリスト教」とよんだ。 

⑸ 「かのように」の哲学や「諦念」に代表されるように、近代的な自我の主張と当時の日本社会 

の現実との矛盾がいたずらに衝突することをさける立場をとった。 

⑹ 自由民権運動から社会主義運動へと転じ，のちに大逆事件で逮捕され，死刑となった。 

⑺ 大正デモクラシーの代表的思想家で，「民本主義」をとなえた。 

⑻ 禅などの東洋・日本の伝統思想にもとづいた独創的な哲学を展開した。主著は『善の研究』。 

⑼ 人間は間柄的存在であって，孤立した個人的な存在でないとする独自の倫理学を生み出した。 

⑽ 民俗学を確立し，常民の研究を通じて日本人の自己認識の探究をおこなった。主著は『遠野物語』。 

⑴ 福沢諭吉 ⑵ 中江兆民 ⑶ 新島襄 ⑷ 内村鑑三 ⑸ 森鷗外 

⑹ 幸徳秋水 ⑺ 吉野作造 ⑻ 西田幾多郎 ⑼ 和辻哲郎 ⑽ 柳田国男 

 

ア 天道と人道      イ 良知を発揮させることが大切   

ウ 安天下の道のため経世済民につくすべき 

エ 日々努めるべきもとは忠信である    

オ ものごとには上下定分の理がある  

カ 万人直耕の自然世が理想    キ 復古神道   

ク 「もののあはれ」と惟神の道を見出す 

ケ 武士のあり方を士道とした   コ 商人の倫理は正直と倹約   

ア きびしい自然     イ おだやかな自然   ウ 豊かで気まぐれな自然 

エ 対抗的・戦闘的   オ 受容的・忍従的   カ 自発的・合理的 

 

（１）：教科書ｐ76、上の表「文化の類型」を参照 

   ＊それぞれ二つずつ選んでください。 

（２）①：教科書ｐ77、15行目～18行目「神々の共存」を参照 

   ②：教科書ｐ77、29行目～31行目「重層的文化」を参照 

   ③：教科書ｐ79、8行目～11行目「清さへのあこがれ」を参照 

   ④：教科書ｐ80、14行目～17行目「日本人の倫理観」を参照 

ア 悪人正機  イ 専修念仏  ウ 踊り念仏  エ 只管打坐  

オ 臨済宗   カ 立正安国 

 

（１）①・②：教科書ｐ82、16行目「平安仏教の展開」を参照 

   ③：教科書ｐ82、17行目～18行目「平安仏教の展開」を参照 

   ④・⑤：教科書ｐ83、3行目「平安仏教の展開」を参照 

   ⑥：教科書ｐ83、8行目～11行目「平安仏教の展開」を参照 

（２）A：教科書ｐ84、下段人物紹介「法然」の本文3行目を参照 

   B：教科書ｐ85、10行目「浄土信仰の教え」を参照 

     教科書ｐ85、下段脚注①を参照 

   C：教科書ｐ86、下段脚注②を参照 

   D：教科書ｐ86、下段脚注③を参照 

   E：教科書ｐ86、22行目「禅の教え」を参照 

   F：教科書ｐ87、18行目～19行目「法華経信仰」を参照 

（１）：教科書ｐ105、下段人物紹介「福沢諭吉」参照 

（２）：教科書ｐ107、3 行目「自由民権思想」参照 

（３）：教科書ｐ109、6 行目「キリスト教と近代日本」、下段脚注①を参照 

（４）：教科書ｐ110、5 行目～６行目「キリスト教と近代日本」を参照 

（５）：教科書ｐ113、8 行目「近代的な自己の苦悩」を参照 

（６）：教科書ｐ115、11行目「社会思想への関心」を参照 

（７）：教科書ｐ116、7 行目～8行目「社会思想への関心」を参照 

（８）：教科書ｐ117、3 行目「純粋経験の哲学」と 

教科書ｐ117、下段人物紹介「西田幾多郎」を参照 

（９）：教科書ｐ118、9 行目～10行目「人間の学としての倫理学」を参照 

（10）：教科書ｐ119、3 行目「民俗学の誕生」を参照 

（１） A：教科書ｐ93、15行目「礼秩序の思想」を参照 

B：教科書ｐ95、8行目～10行目「日本の陽明学」を参照 

C：教科書ｐ95、17行目「古学」を参照 

D：教科書ｐ96、19行目～20行目「古学」を参照 

E：教科書ｐ97、15行目～17行目「古文辞学」を参照 

F：教科書ｐ98、7行目とｐ99、7行目「もののあはれ論」を参照 

G：教科書ｐ99、11行目～12行目「もののあはれ論」を参照 

H：教科書ｐ101、8行目～10行目「町人の思想」を参照 

I：教科書ｐ102、3行目～4行目「農民の思想」を参照 

J：教科書ｐ102、9行目～10行目「農民の思想」を参照 

（２）①：教科書ｐ103、7行目「倒幕の思想」を参照 

   ②：教科書ｐ104、中段「蘭学の展開」本文6行目を参照 

   ③：教科書ｐ104、16行目「和魂洋才」参照 

 



 

倫理 
No.4 

教科書 
生徒番号  氏名  評価  

指導

者印 
 

p.129～p.156 

 

１ 人間尊重へ向けてについて，次の問いに答えなさい。 

⑴ ルネサンスについて，次の文中の空欄に適語を答えよ。 

A ルネサンスとは ① という意味であり，具体的には ② 文化の復興を意味する。 

B 古典研究を通じて，教会中心的なあり方から自由な，人間中心のあり方を追求しようと 

する運動を ③ という。 

C ルネサンス期に理想とされた人間は，自分のもつ能力を全面的に発揮できる ④ であ

った。例えば，芸術家の ⑤ は，天文学，物理学，機械学，解剖学など，さまざまな学

問分野において業績を残した。 

D ルネサンス期の哲学の研究家のうち，エラスムスは『 ⑥ 』,  ⑦ は『ユートピア』， 

マキャヴェリは『 ⑧ 』を著した。 

⑵ 宗教改革について，(a)ルターと，(b)カルヴァンについて，それぞれの考えにあたるものを，

下から三つずつ選びなさい。 

   ア 聖書中心主義  イ 予定説  ウ 信仰義認説  エ 万人司祭説 

   オ 職業召命観の徹底  カ 営利活動は神への奉仕活動である 

⑴① 再生 ② ギリシャ・ローマ ③ 人文主義（ヒューマニズム） 

④ 万能人(普遍人)  ⑤ レオナルド・ダ・ヴィンチ ⑥ 愚神礼賛 

⑦ トマス・モア ⑧ 君主論 ⑵(a)  ア・ウ・エ  (b)  イ・オ・カ 

 

２ 近代科学の誕生について，次の説明文の空欄に適語を答えなさい。 

⑴ コペルニクスは、従来のキリスト教的な天動説に対し， a をとなえた。 

⑵ ベーコンは、先入見を b とよび、これを排除したうえで、観察や実験より得られた事実を

土台に，一般的法則を見いだす c という方法を説き、 d を土台とする科学的思考の形成

に大きな役割を果たした。 

⑶ デカルトは、確実な知識は e によってのみ与えられるとした。そして絶対確実な真理から，

推理をかさねることで新しい知識を見出す f という方法を説いた。この方法に「 g （コギ

ト・エルゴ・スム）」という真理を唱えた。 

⑷ モンテーニュは人間の望ましいあり方は「 h （ク・セ・ジュ？）」をモットーに，謙虚な

自己吟味をおこたらないことであるとした。 

⑸   i  は、人間は無力な存在であるが，真理を求め，考える存在としては偉大な存在であると

し「人間は j である」といった。 

a 地動説 b イドラ c 帰納法 d 経験 

e 理性 f 演繹法 g われ思う，ゆえにわれあり 

h われ何を知るか i パスカル j 考える葦 

 

 

 

 

 

３ 社会契約説，人格の尊厳，人倫の思想について，次の問いに答えなさい。 

⑴ 社会契約説について，次の表中の A～C にあてはまる思想家名と，空欄に適語を答えなさい。 

 自然状態 社会契約 政治的態度 

A  ① の万人に対する 

戦いの状態 

自然権を完全に放棄する 

→主権者に絶対服従 

 ② 制を擁護する 

立場 

B 自由・平等と平和が、 

比較的保たれている状態 

自然権を一時的に信託 

→ ③ ・革命権をもつ 

名誉革命を理論づける 

C 自由・平等と平和が、理

想的に保たれている状態 

自然権を ④ として 

生かす→自治 

フランス革命に影響を 

与える 

⑵ カントの思想について，次の文中の空欄に適語を答えなさい。 

・自然界に自然法則が存在するように，人間にはしたがうべき a が存在している。 

・道徳的命令を発しているものは，わたしたち自身の b で，その働きは普遍性をもっている。 

・b の命令は二つに分けられ，条件付きの命令である c に対し，無条件で絶対的な命令 

である d こそが道徳的命令といえる。 

⑶ ヘーゲルの思想について，次の文中の空欄に適語を答えなさい。 

・発展の運動は e という一つの論理・法則につらぬかれていると考えた。 

・e とは，あるもの（正）とそれに対立するもの（反）との矛盾・対立の中から，それら 

が総合・統一され（ f ＝アウフヘーベン）て，より高次元のもの(合)が生み出される 

というものである。 

⑴A ホッブズ   ① 万人   ② 専制君主 B ロック   ③ 抵抗権 

C ルソー    ④ 一般意志      ⑵a 道徳法則 b 理性 

c 仮言命法 d 定言命法 ⑶e 弁証法 f 止揚 

４ 功利主義について，次の問題に答えなさい。 

⑴ アダム・スミスについて、次の文中の空欄に適語を答えなさい。 

   スミスは，人間の ① 能力を高く評価し，「想像上の ② 交換」であると考えた。 

⑵ 次のベンサムとミルについての表中の空欄に適語を答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベンサム J.S ミル 

・ ③ をとなえ、快楽の数量化を試みる。 
・ ④ の原理こそ、政治、立法上の基準とした。 
・人々の行為を規制する外的な強制力を ⑤ と
よんだ。 

・幸福には ⑥ を重要視する立場をとる。 
・社会的存在者の人格に反する行為には ⑦ の

責めという内的制裁を感じるようになると説
いた。 

・キリスト教の ⑧ こそ、功利主義道徳の理想とし
た。 

 

（１）①・②：教科書ｐ130、5 行目～6 行目「ルネサンス」を参照 

   ③：教科書ｐ130、9 行目「ルネサンス」を参照 

   ④：教科書ｐ130、21 行目「人文主義者たち」を参照 

   ⑤：教科書ｐ131、1 行目「人文主義者たち」を参照 

   ⑥：教科書ｐ131、8 行目「人文主義者たち」を参照 

   ⑦：教科書ｐ131、9 行目「人文主義者たち」を参照 

   ⑧：教科書ｐ131、11 行目「人文主義者たち」を参照 

（２）ア：教科書ｐ132、12 行目「ルターの宗教改革」を参照 

   イ：教科書ｐ133、8 行目「カルヴァンの予定説」を参照 

   ウ：教科書ｐ132、9 行目「ルターの宗教改革」を参照 

   エ：教科書ｐ132、15 行目「ルターの宗教改革」を参照 

   オ：教科書ｐ132、17 行目「ルターの宗教改革」を参照 

   カ：教科書ｐ133、16 行目「カルヴァンの予定説」を参照 

(1)① 共感 ② 立場 (2)③ 快楽計算 ④ 最大多数の最大幸福 

⑤ 制裁（） ⑥ 精神的快楽 ⑦ 良心 ⑧ 黄金律 

 

（１） a：教科書ｐ134、12 行目～13 行目「近代科学の誕生」を参照 

（２） b：教科書ｐ135、12 行目「ベーコンー帰納的な考え方」を参照 

c：教科書ｐ136、7 行目「ベーコンー帰納的な考え方」を参照 

d：教科書ｐ136、10 行目「ベーコンー帰納的な考え方」を参照 

（３） e：教科書ｐ136、18 行目「デカルトー演繹的な考え方」を参照 

f：教科書ｐ137、1 行目「デカルトー演繹的な考え方」を参照 

g：教科書ｐ137、10 行目「デカルトー演繹的な考え方」を参照 

（４） h：教科書ｐ139、1 行目「モラリストたち」を参照 

（５） i：教科書ｐ139、5 行目「モラリストたち」を参照 

j：教科書ｐ139、10 行目「モラリストたち」を参照 

（１） 教科書ｐ144、下段の表「ホッブズ、ロック、ルソーの社会契約説の比較」を参照 

（２） a：教科書ｐ147、7 行目～8 行目「道徳法則」を参照 

b：教科書ｐ147、11 行目「道徳法則」を参照 

c：教科書ｐ148、8 行目「定言命法と仮言命法」を参照 

d：教科書ｐ148、11 行目「定言命法と仮言命法」を参照 

（３） e：教科書ｐ151、16 行目「歴史の弁証法的運動」を参照 

f：教科書ｐ151、20 行目「歴史の弁証法的運動」を参照 

（１）①：教科書ｐ154、4 行目「ベンサム」を参照 

   ②：教科書ｐ154、8 行目「ベンサム」を参照 

（２）③：教科書ｐ155、13 行目「ベンサム」を参照 

   ④：教科書ｐ155、12 行目「ベンサム」を参照 

   ⑤：教科書ｐ155、10 行目「ベンサム」を参照 

   ⑥：教科書ｐ155、21 行目「ミル」を参照 

   ⑦：教科書ｐ156、1 行目「ミル」を参照 

   ⑧：教科書ｐ156、7 行目「ミル」を参照 



 

倫理 
No.5 

教科書 
生徒番号  氏名  評価  

指導

者印 

 

p.157～p.187 

 

１ 社会主義思想，実証主義，プラグマティズムについて，次の文中の空欄に適語，人物名を答え

なさい。 

A  a やサン＝シモン，フーリエなどにより資本主義の批判から社会主義の思想がうまれた。

しかし，科学的要素が不十分で，現実的な力をもたなかったために b 主義とよばれた。その

後マルクスにより c といわれる独自の歴史観から資本主義の矛盾を指摘し， d がおこる

ことを予言した。 

B 実証主義の創始者である e は，人間の知識は神学的段階・形而上学的段階・ f の三つの

段階を経て発展していくとした。 

C  g はプラグマティズムを創始し， h を通じて概念を明確にしようとした。ジェームズは，

真理は i をもつものであると唱えた。ジェームズの考えを修正したのが， j であり，知性

は問題解決の道具であるとした。そして道具として k を活用して，理想的な民主主義社会を

つくるべきであると主張した。 

a オーウェン b 空想的社会 c 唯物史観 d 社会革命 

e コント f 実証的段階 g パース h 行動 

i 有用性 j デューイ k 創造的知性  

 

２ 実存哲学について，文中の空欄に適語を答えなさい。 

 

⑴ キルケゴールは，現実の自己の存在を実存とよび，真の実存にいたるには三つの段階があると

考えた。第一段階が感覚的に生きているあり方の ① ，第二段階が責任をもって生きていこ

うとするあり方の ② ，第三段階が ③ で，そのとき人間は神の前に ④ として立ち，

本来の自己を獲得すると説いた。 

⑵ ニーチェは，キリスト教道徳をルサンチマンが生み出した奴隷道徳であると批判し，力への意

志にしたがい，無意味なことが永遠に繰り返される ⑤ の世界を肯定する ⑥ の立場に立

つ人間である超人を目指すように説いた。 

⑶ ヤスパースは，実存にめざめるには，死・苦しみ・争いなどの ⑦ において挫折することと，

他者との ⑧ が必要であると説いた。 

⑷ ハイデッガーは，人間とは「 ⑨ への存在」であると説き，死の自覚により本来の自分の生

き方を確立できると考えた。 

⑸ サルトルは，人間とは自由な存在であり，自分で自分のあり方を決めていくことのできる存在

であると説き，このことを「 ⑩ は ⑪ に先立つ」と表現した。また，広く社会へかかわ

らせること    （ ⑫ という）の大切さを説いた。 

 

 

３ 現代の思想について，文中の空欄に適語を答えなさい。 

 

⑴ ホルクハイマーは，アドルノとともにフランクフルト学派の中心であり，『啓蒙の弁証法』の

なかで近代の理性は，自然支配のための手段としての ① という性格を持っているとした。 

⑵ レヴィ－ストロースは，ソシュールらから学んだ ② の考え方を，人類学の分析に応用。未

開社会では ③ が体系的に形成され，西洋近代の科学的思考と比べて，知的に劣っているわ

けでも野蛮でもないとし，文化の価値に優劣をつけず共存すべきと主張した。 

⑶ フーコーは，人間はさまざまな権力によって規格化され，理性的で自由な主体という人間観は

消滅するという。近代社会の秩序に反するものは非理性（＝ ④ ）として隔離され，管理さ

れてきたと分析した。 

⑷ ウィトゲンシュタインは，言語使用そのものを考察の中心におくことが重要であると考える 

⑤⑤ の代表者。規則にしたがった行動をしながらも，その規則を問いなおし，記述しようと

する行動を ⑥ とよんだ。 

⑸ レヴィナスは，「 ⑦ と出会う」とはどういうことかを問いなおすことを通じて，人間らし

さや倫理を再考した。 

⑹ シュヴァイツァーは，すべての生命あるものに愛と畏敬の心をもつ「 ⑧ 」という思想をう

ちたてた。 

(1)① 道具的理性 (2)② 構造主義 ③ 野生の思考 (3)④ 狂気 

(4)⑤ 分析哲学 ⑥ 言語ゲーム (5)⑦ 他者 (6)⑧ 生命への畏敬 

 

４ 公共性のための場について，次の文中の空欄に適語，人物名を答えなさい。 

 

A  a は，人間だけがことばと行為によって他者と自分との差異を表明できるとし，これを 

 b とよび，これにより，公共性の場をひらくことができると主張した。 

B ハーバーマスは，フランクフルト学派を引き継ぎ，公共性のための場を再建するために c 的

合理性にもとづく討議が必要と主張した。 

C  d は著書『正義論』のなかで社会的基本材の分配のあり方を決めるときの原則について論

じ，利己的な人間が合理的に判断して合意できる原則は e という制約のもとで得られるとした。 

D インドの経済学者 f は，福祉を人々が望む活動・状態を実現するための g の開発を確保

するような財の分配であるべきとした。 

a アーレント b 活動 c コミュニケーション d ロールズ 

e 無知のヴェール f セン g 潜在能力 

 

 

 

(1)① 美的実存 ② 倫理的実存 ③ 宗教的実存 ④ 単独者 

(2)⑤ 永遠回帰 ⑥ 運命愛 (3)⑦ 限界状況 ⑧ 実存的な交わり 

(4)⑨ 死 (5)⑩ 実存 ⑪ 本質 ⑫ アンガジュマン 

a：教科書ｐ157、9 行目「社会主義思想の先がけ」を参照 

b：教科書ｐ157、16 行目「社会主義思想の先がけ」を参照 

c：教科書ｐ158、12 行目「唯物史観」を参照 

d：教科書ｐ159、6 行目「唯物史観」を参照 

e：教科書ｐ160、9 行目「実証主義」を参照 

f：教科書ｐ160、13 行目「実証主義」を参照 

g：教科書ｐ162、11 行目～12 行目「パース」を参照 

h：教科書ｐ162、16 行目「パース」を参照 

i：教科書ｐ163、2 行目「ジェームズ」を参照 

j：教科書ｐ163、15 行目「デューイ」を参照 

k：教科書ｐ163、21 行目「デューイ」を参照 

（１）①：教科書ｐ165、20 行目「実存の三段階」を参照 

   ②：教科書ｐ165、22 行目「実存の三段階」を参照 

   ③：教科書ｐ166、3 行目「実存の三段階」を参照 

   ④：教科書ｐ166、4 行目「実存の三段階」を参照 

（２）⑤：教科書ｐ167、7 行目～8 行目「力への意志と運命愛」を参照 

   ⑥：教科書ｐ167、11 行目「力への意志と運命愛」を参照 

（３）⑦：教科書ｐ168、19 行目「ヤスパース」を参照 

   ⑧：教科書ｐ168、27 行目「ヤスパース」を参照 

（４）⑨：教科書ｐ169、11 行目「ハイデッガー」を参照 

（５）⑩・⑪：教科書ｐ170、10 行目「サルトル」を参照 

   ⑫：教科書ｐ170、20 行目～21 行目「サルトル」を参照 

（１）①：教科書ｐ171、19 行目「ホルクハイマーとアドルノ‐道具的理性」を参照 

（２）②：教科書ｐ173、5 行目「レヴィストロース‐構造主義」を参照 

   ③：教科書ｐ173、11 行目「レヴィストロース‐構造主義」を参照 

（３）④：教科書ｐ174、1 行目「フーコー‐人間の消滅」を参照 

（４）⑤：教科書ｐ174、13 行目「ウィトゲンシュタイン‐言語ゲーム」を参照 

   ⑥：教科書ｐ175、8 行目「ウィトゲンシュタイン‐言語ゲーム」を参照 

（５）⑦：教科書ｐ175、10 行目「レヴィナス‐無限としての他者」を参照 

（６）⑧：教科書ｐ180、6 行目～7 行目「生命への畏敬」を参照 

a：教科書ｐ185、8 行目「アーレント‐公共的空間」を参照 

b：教科書ｐ185、11 行目「アーレント‐公共的空間」を参照 

c：教科書ｐ186、9 行目「ハーバーマス‐コミュニケーション的合理性」を参照 

d：教科書ｐ186、11 行目「ロールズとセン‐功利主義への批判」を参照 

e：教科書ｐ186、18 行目「ロールズとセン‐功利主義への批判」を参照 

f：教科書ｐ186、31 行目「ロールズとセン‐功利主義への批判」を参照 

g：教科書ｐ187、2 行目「ロールズとセン‐功利主義への批判」を参照 



 

倫理 
No.6 

教科書 
生徒番号  氏名  評価  

指導

者印 
 

p.190～p.214 

 

１ 生命の現代の課題について，次の問いに答えなさい。 

⑴ ヒトの遺伝情報の全体を解読しようとすることを何というか。 

⑵ 末期患者に対して最後まで十分に生きることを支援することを何というか。 

⑶ 延命治療などに対し唱えられた、残された時間の生き方を大事にする考え方を何というか。 

⑷ 医者が職業的な権威で患者を保護・干渉することを何というか。 

⑸ 生命科学や生命倫理について，次の文が正しいものは○、誤っているものは×で答えなさい。 

   ① 出生前診断の進歩により、生まれてくる子どもの選別の是非が問題となっている。 

   ② オランダでは、患者本人の意思にもとづく積極的安楽死が合法化されている。 

   ③ 脳死とは、生命維持をつかさどる大脳部分の広範な機能喪失の状態のことをいう。 

④ 日本では、本人が拒否していないかぎり、家族の同意だけで脳死からの臓器提供が可 

能である。 

⑴ ヒトゲノム解析 ⑵ ホスピス・ケア ⑶ 生命の質（QOL) ⑷ パターナリズム 

⑸① ○ ② ○ ③ × ④ ○ 

２ 家族，地域社会の問題について、次の問いに答えなさい。 

⑴ 核家族とはどのような家族のことか。二つのパターンを答えなさい。 

⑵ 日本における家族の問題について、正しいものは○，誤っているものは×で答えなさい。 

   ① 以前よりも女性の社会進出がすすんだため，保育施設や育児休業制度の充実が求められている。 

   ② 少子高齢化がすすむことで，年金や医療福祉の負担が増えることが問題の一つとなっている。 

   ③ 日本では高齢化がすすんでおり，すでに３人に１人が 65 歳以上の高齢者となっている。 

⑶ 地域社会の課題について，次の文中の空欄に適語を答えなさい。 

   都市では， a 組織などの横のつながりの弱さや，住民の b により，地域全体の再生

が困難になっている古い団地なども多い。農村の人口減少は，若年層が都市に流出することに

よる c とともに，死亡数が出生数を上回る d が目立つようになった。 

⑷ 事故や災害の被害者や社会・経済的弱者などを救済する制度や措置のことを一般的に何というか。 

⑴ 夫婦のみの家族 親と未婚の子どもからなる家族 

⑵① ○ ② ○ ③ × ⑶a 自治会 b 高齢化 

c 社会減 d 自然減 ⑷ セーフティネット 

３ 情報社会について，次の文中の空欄に適語を答えなさい。 

⑴ マスメディアの報道では，あるものごとについての紋切り型のイメージ（ ① という）を強

調し，事件のセンセーショナルな側面をあおりたてることもある。 

⑵ ブーアスティンは，映像などにより，メディアが製造する「本当らしさ」のことを ② とよ

んだ。 

 

 

 

 

⑶ 情報社会では， ③ を利用したディア・コミュニティ内での他人への誹謗・中傷なども多発

している。また、情報システムへのアクセスや熟練度の差である ④ が経済的な格差を生み出

すという問題点も指摘されている。情報社会の中で，メディアの情報を鵜呑みにするのではなく，

批判的に読みとっていく ⑤ の獲得が求められている。 

⑷ 市民が地域社会の問題や自分の主張について、広く人々に訴えて団結するためにメディアを活

用することを ⑥ という。 

(1)① ステレオタイプ (2)② 疑似イベント (3)③ 匿名性 

④ デジタル・デバイド ⑤ メディア・リテラシー (4)⑥ パブリック・アクセス 

４ 文化と宗教について，次の問いに答えなさい。 

⑴ 異なる国や地域のつながりが強まり，経済や文化が地球規模で融合していくことを何というか。 

⑵ サイードにより批判された、西洋・東洋という対立軸で世界を分割する考え方を何というか。 

⑶ 日本社会で強く見られる自民族中心主義（ ① という）は，複数の文化が共存する社会でお

互いがそれぞれの文化の価値を理解する ② と正反対のものである。空欄に適語を答えなさい。 

⑷ 日本人は宗教的に一貫しない行動をとる例が少なくないといわれる。これは具体的にどのよう

なことか。 

⑴ グローバル化 ⑵ オリエンタリズム 

⑶① エスノセントリズム ② 多文化主義 

⑷ 生まれたときは神社に参拝し、結婚式はキリスト教会で挙げ、亡くなると仏教の寺で葬儀をする など 

５ 環境問題について，次の問いに答えなさい。 

⑴ 地球は閉ざされた環境であり、生物に必要な資源は有限であることを何というか。 

⑵ 著書『沈黙の春」の中で，農薬による環境被害を警告したのは誰か。 

⑶ 次の A～C と最も関係のある環境倫理の視点を，下からそれぞれ選び記号で答えなさい。 

   A 現在の地球上での活動は、未来の世代に対しても大きな影響を持つ。 

B 地球が有限の空間である以上、地球上の活動は必ず他者に影響を与える。  

C 生物や自然そのものに内在的価値や生存権を認めるべきである。 

 

 

⑷ 「think globally, act locally」の訳語として適するように、次の空欄に答えなさい。 

「 ① 規模で考え， ② から行動を」 

⑸ 1992 年に開かれた国連環境開発会議は①なんと呼ばれるか。②また、そこで示されたスロー

ガンを答えなさい。 

 

（１）：教科書ｐ190、5 行目「生命科学と生命倫理」を参照 

（２）：教科書ｐ191、26 行目「生命の終わりに」を参照 

（３）：教科書ｐ192、5 行目「生命の質と生命の尊厳」を参照 

（４）：教科書ｐ192、24 行目「医者と患者の関係」を参照 

（５）①：教科書ｐ191、12 行目～17 行目「生殖技術と家族」を参照 

   ②：教科書ｐ191、27 行目～ｐ192、2 行目「生命の終わりに」 

     教科書ｐ192、下段の脚注①を参照 

   ③：教科書ｐ193、中段の絵「脳死と植物状態」を参照 

   ④：教科書ｐ193、下段の脚注②を参照 

（１）①：教科書ｐ201、18 行目「ステレオタイプの呪縛」を参照 

（２）②：教科書ｐ203、1 行目～2 行目「テレビによるイメージの大量生産」を参照 

（３）③：教科書ｐ204、2 行目「メディア・リテラシーの獲得」を参照 

   ④：教科書ｐ204、4 行目「メディア・リテラシーの獲得」を参照 

   ⑤：教科書ｐ204、9 行目「メディア・リテラシーの獲得」を参照 

（４）⑥：教科書ｐ204、25 行目「市民が情報社会をつくり変える」を参照 

（１）：教科書ｐ206、8 行目「グローバル化する社会」を参照 

（２）：教科書ｐ207、14 行目「オリエンタリズム的思考を超えて」を参照 

（３）①：教科書ｐ208、9 行目～10 行目「異質なものとの共生」を参照 

   ②：教科書ｐ208、下段の脚注①を参照 

（４）：教科書ｐ209、9 行目～12 行目「異なる普遍性を調停する」を参照 

（１）：教科書ｐ195、14 行目～15 行目「核家族化の進行」を参照 

（２）①：教科書ｐ196、10 行目～11 行目「性別役割分担の見なおし」を参照 

   ②：教科書ｐ196、14 行目～16 行目「急速に進行する少子高齢化」を参照 

   ③：教科書ｐ196、下段の脚注①を参照 

（３）a、b：教科書ｐ199、4 行目～6 行目「困難に直面する地域社会」を参照 

   ｃ、ｄ：教科書ｐ199、下段の脚注①を参照 

（４）：教科書ｐ200、6 行目「文化と歴史の主体としての地域」を参照 

⑴ 宇宙船地球号 ⑵ レイチェル・カーソン 

⑶A イ B ア C ウ ⑷① 地球 ② 足元 

⑸① 地球サミット ② 持続可能な開発 

 

ア 地球の有限性   イ 世代間倫理   ウ 自然の生存権   

（１）：教科書ｐ211、6 行目「環境問題の深刻化」を参照 

（２）：教科書ｐ211、下段の脚注③を参照 

（３）ア：教科書ｐ212、6 行目「環境問題と倫理」を参照 

   イ：教科書ｐ212、8 行目「環境問題と倫理」を参照 

   ウ：教科書ｐ212、11 行目「環境問題と倫理」を参照 

（４）①・②：教科書 213、13 行目「think globally, act locally」を参照 

（５）①・②：教科書 214、下段の脚注①を参照 
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